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Oral adminstraion of合uctose exacerbtes liver fibrosi and hepatocr cinogesi via increasd 
intestinal permabilty in a rat steatohepatis model. 
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みられた。本モデルおいては、腸管のTight junctio protein の発現が低下しており、腸管
透過性が尤進していることを見いだした。この腸管透過性尤進が、肝へのリポポリサッ
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文と ともに消化器病態 ・内分泌機能制御
医学の進歩に寄与するところが大きいと認める。
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